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研究成果の概要（和文）：2007年より始まった Linked Data ではメタデータそのものに焦点を当てている。メタデー
タの相互利用性を高めるためには、その記述規則を定義したメタデータスキーマと、応用ごとに決まるメタデータ語彙
の組み合わせを定義したアプリケーションプロファイルに関する情報が有用である。しかしながら、現在のLinked Dat
a においてメタデータスキーマに関する情報が十分に活用されているとは言えない。本研究では、Linked Data の柔軟
な運用を目的としたメタデータスキーマに関する情報の流通と発見支援環境の作成をおこなった。

研究成果の概要（英文）：Many metadata schemas are used in the current Internet and Web environment. A conv
entional schema is designed in accordance with the requirements and standards for interoperability within 
a domain. However, cross-domain interoperability is still a problem. Even though there are some metadata s
chemas which are used commonly across domains, e.g. Dublin Core and FOAF, the barrier between domain-depen
dent schemas is a crucial problem from the viewpoint of metadata interoperability over the Internet. Dubli
n Core Application Profiles are intended to promote metadata interoperability across domains. It is well u
nderstood that metadata schema registries play an important role in promoting interoperability. This proje
ct
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１．研究開始当初の背景 
 メタデータの記述方法の定義をメタデー
タスキーマと呼ぶ。メタデータスキーマで
はメタデータの記述に用いる属性語彙（例
えば、タイトル、作者、更新日など）や属
性値語彙（例えば、件名標目や分類番号な
ど）の定義をおこなう。2001 年頃から始
まったWorld Wide Webコンソーシアムに
よるセマンティック Web の活動によって
メタデータの利用はさらに広がってきた。
これまでのセマンティック Web では、主
にメタデータスキーマ定義やメタデータの
記述に用いるための語彙（例えば、RDF 
Schema, OWL, SKOS など）の標準化がお
こなわれてきた。さらに 2007 年春頃から
メタデータの利用に焦点を当てた Linked 
Open Data が開始された。LOD ではネッ
トワーク上の RDF で書かれたメタデータ
を結びつけ、メタデータの相互利用性や流
通性を高めることを目的としている。この
結びつけられたデータセットを「Linked 
Data（リンクするデータ）」と呼ぶ。しか
しながら、Linked Data はメタデータに記
述されたリンクを利用して情報資源間のつ
ながりを密にし、メタデータの相互利用性
を向上させているものの、メタデータス
キーマで定義されている情報を有効利用で
きていない。今後のネットワーク上の情報
資源の増加とセマンティック Web や
Linked Data におけるメタデータへの需要
の増加から、メタデータスキーマを効果的
に利用することが、さらにメタデータの相
互利用性を高めることになる。 
 
２．研究の目的 
 Linked Data では情報資源の URI を利
用して、関連するメタデータの利用や発見
をおこなう。URI はウェブページなどの情
報資源に対してだけではなく、タグやラベ
ルとして用いられる件名標目にも付与され
る。Linked Data を利用したソフトウェア
は、これら URI を利用して様々なサービス
を実現しているが、利用するメタデータの
構造（すなわちメタデータスキーマ）や記
述されている値が用いている語彙が予めわ
かっていることを前提としているため、未
知のメタデータスキーマで記述されたメタ
データに対応することは難しい。そこで本
研究では、Linked Data の柔軟な運用を目
的とするメタデータスキーマの流通・発見
支援環境の作成をおこなった。本研究では、
以下の 3 つの目標を設けて研究を進めた。 
 
３．研究の方法 
(1)メタデータスキーマレジストリを基礎と
したメタデータ記述項目発見支援モデルの
提案と実現 
 様々なコミュニティが、それぞれの目的に
合ったメタデータスキーマを作成し、メタ
データを記述している。作成されたメタデー

タの長期利用や、コミュニティを超えたメタ
データの利用を実現するためには、既存メタ
データ語彙の共有と再利用を行い、メタデー
タの相互運用性を高めることが求められる。
しかし、これらのメタデータスキーマはコ
ミュニティ外での共有や相互運用を前提と
していない場合が多い。また、新しいメタ
データスキーマを作成する際に、既存メタ
データ語彙からコミュニティの目的に合致
し、再利用できる語彙を発見する手法は明ら
かではない。そこで本研究では、メタデータ
スキーマを作成する際のターム発見・選択に
おける問題点を挙げ、それを改善し、メタ
データスキーマ作成手順を示すメタデータ
スキーマ作成モデルを提案した。また、利用
目的に合ったターム検索手法を提示し、メタ
データスキーマ作成支援としてターム検索
システムの開発を行った。 
(2) Linked Data のためのアプリケーション
プロファイル生成モデルの提案と実現 
 記述されたメタデータ（メタデータインス
タンス）は、既存のメタデータスキーマにコ
ミュニティの目的に合わせたメタデータ語
彙と制約（例えば、タイトルは日英で、件名
は 3件以上記述するなど）を組み合わせるこ
とが多い。このような応用ごとに定義される
メタデータの構造をアプリケーションプロ
ファイルと呼ぶ。アプリケーションプロファ
イルは、メタデータの構造と制約を理解する
ために重要であるにもかかわらず、明示的に
定義されることは少ない。そこで本研究では、
メタデータインスタンスを解析し、DCMI 
Description Set Profile 形式に基づいたア
プリケーションプロファイル生成モデルの
提案と実現をおこなった。 
 
(3)アジャイル開発に基づくメタデータス
キーマ設計手法の提案と支援システムの実
現 
 メタデータ作成者の要求要件を満たした
メタデータスキーマを設計するためには、何
度もメタデータの試作とメタデータスキー
マの修正を繰り返す必要がある。加えて、相
互利用性の高いメタデータスキーマを設計
するためにはメタデータ設計者に専門的な
知識や経験が求められる。そのため、メタ
データスキーマの設計作業には非常に手間
がかかるという問題がある。また、第三者に
とってメタデータを使いやすい状態にする
ためには、メタデータと共にメタデータス
キーマも公開される必要がある。そこで本研
究では、本研究において得たメタデータス
キーマの設計に関する知見に基づき、メタ
データスキーマの設計手法の提案とその手
法に対する支援システムの開発をおこなっ
た。これにより、メタデータスキーマ設計者
がより効率的に要求に沿ったメタデータス
キーマを設計することを目指した。 
 
 



４．研究成果 
(1) 利用目的に応じたメタデータスキーマ
の作成手法の提案 
 長期に渡るメタデータの利用や、コミュ
ニティを超えたメタデータの利用を実現す
るためには、既存メタデータ語彙の共有と
再利用を行い、メタデータの相互運用性を
高めることが求められる。しかし、これら
のメタデータスキーマはコミュニティ外で
の共有や相互運用を前提としていない場合
が多い。また、既存メタデータスキーマか
ら、コミュニティの目的に合致し再利用で
きる語彙を発見する手法は明らかでない。
そこで本研究では、メタデータ語彙の推薦
手法を示し、タームの検索、語彙セット評
価の過程を重要視したメタデータスキーマ
作成モデルの提案を行った。本モデルは(1)
要求分析、(2)構造構築・ターム検索、(3)
語彙セット評価、(4)メタデータスキーマの
記述、の 4 つのフェーズで構成される（図
1 参照）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図1 利用目的に応じたメタデータ語彙推薦手
法 
 
(2) アプリケーションプロファイル作成支
援を目的としたメタデータスキーマレジス
トリとLODリソースに基づくメタデータ語彙
の発見 
 次に本研究では、前述の提案モデルに従っ
て、LOD リソースとして公開されているデー
タセットとメタデータ語彙を対象にしたメ
タデータ語彙発見の実験をおこなった。実験
では、450 のメタデータ語彙と、LOD データ
セットとして公開されているメタデータイ
ンスタンス（RDF 記述で 3 億トリプル）を用
いた。実験の結果、目的に応じたメタデータ
語彙の発見には、既存メタデータ語彙とメタ
データ語彙とメタデータインスタンスの情
報だけでは十分ではなく、データセットのス
キーマであるアプリケーションプロファイ
ルに関する情報が必要であることがわかっ
た。 
 
(3)データセットのスキーマ分析とリンク関
係の調査 
 メタデータスキーマ設計支援の精度を向
上するため、既存のメタデータインスタンス

を調査し、メタデータの記述に用いられてい
る語彙、スキーマ定義、データセット間の参
照関係の調査をおこなった。調査は、CKAN
日本語（151 データセット）、Open Data 
METI（201）、LOD チャレンジ Japan（120）
を対象とした。 
 
(4)既存メタデータスキーマを用いたメタ
データインスタンスからのスキーマ推定手
法 
 本研究では LOD 利用者がデータセットの
データ構造を理解することを目的として、既
存メタデータスキーマを用いたメタデータ
インスタンスからのスキーマ推定手法の提
案と、本手法に基づいたシステムを構築した。
本手法は、メタデータインスタンスから使用
されているクラスとインスタンスを抽出し、
公開されているメタデータ語彙定義からク
ラスとインスタンスの語彙定義を取得した
上でスキーマの構成要素を推定することで
スキーマを推定する。このとき、推定するた
めに不足している情報は既に公開されてい
るメタデータ語彙とアプリケーションプロ
ファイルを利用して補完している。 
 
(5) アジャイル開発モデルに基づくメタ
データスキーマ設計手法と支援システム 
 メタデータ記述規則の設計プロセスはメ
タデータの試作とメタデータ記述規則の設
計を繰り返すアジャイル開発モデルに基づ
くプロセスと捉えられる。しかしこのプロセ
スには、スキーマに従ったメタデータを試作
するツールの開発に手間がかかる問題や、
RDF のグラフ構造の構築やメタデータ語彙の
探索が困難という問題がある。一方、メタ
データを蓄積するためのデータベースは、そ
のスキーマにカラム名やデータ型など、グラ
フの構築やメタデータ語彙の探索の手がか
りとなる情報を持つ。そこで本研究では、ア
ジャイル開発モデルに基づく、メタデータ作
成ツールの開発を通じたメタデータ記述規
則の設計を行う手法とそれを実現する支援
システムの提案をおこなった。本手法は、メ
タデータ作成ツールの開発を行いながらメ
タデータ記述規則の設計を繰り返し行う。本
システムは、メタデータ作成ツールのデータ
ベーススキーマの情報からRDFのグラフ構造
の構築とメタデータ語彙の探索を行いメタ
データ記述規則のひな形を生成した。 
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